
DTX CableAnalyzer リリース・ノート (2016年 7月) 

 
 
DTX バージョン 2.78 変更点 (2016 年 7 月) 

 

必要に応じ LinkWare PC 9.6 および AxTalk アナライザー 7.0へのアップデートを必ず行ってください。 

 

1. ケーブル / 仕様 データベースの変更 

 

 ファイバー・テスト・リミットを TIA-568-C から TIA-568-D にアップデート 

 850 nm マルチモード・ファイバー・ロスを 3.5 dB/km から 3.0 dB/km に変更 

 追加された OSP (OS2) オプションにおいて、ファイバー・ロスを 0.5 dB/km から 0.4 dB/km に

変更 

 DTX Compact OTDR において、反射率が良好でないリンクが合格となるのを防ぐため、3 つの新

しいリミットを追加： 

 ANSI/TIA-568.3-D リンク RL = 20 dB 

 ANSI/TIA-568.3-D リンク RL = 35 dB 

 ANSI/TIA-568.3-D リンク RL = 55 dB 

 DTX Compact OTDR の “General Fiber” リミットの名称を下記のように変更、値の変更はなし： 

 General Fiber RL - 35dB を General Fiber RL = 35 dB に 

 General Fiber RL - 40dB を General Fiber RL = 40 dB に 

 General Fiber RL - 55dB を General Fiber RL = 55 dB に 

 韓国の Pre-Deploy 250 MHz メタル・リミットを追加 

 Spezialkabel München を SKM Skyline に変更 

 メーカー製ケーブル・タイプのアップデート/追加： 

 Linxcom 

 Dintek 

 GIGANET 

 Berk-Tek 

 EXCEL 

 Maxxam 

 Leviton 

 DIGITUS 

 LANSYST 

 
 
 
 
DTX バージョン 2.77 変更点 (2015 年 3 月) 

 
1. ケーブル / 仕様 データベースの変更 

 
 汎用ケーブル名称を国際準拠に適合した用語に変更 

 UTP becomes U/UTP   UTP を U/UTP に 

 FTP becomes F/UTP  FTP を F/UTP に 

 STP becomes S/FTP  STP を S/FTP に 

 メーカー製ケーブル・タイプのアップデート/追加： 

 ALANTEC 

 AT&T Cabling Systems 



 CCT Premise 

 CORNING Cable Systems 

 DINTEK LAN CABLES 

 Eurolan 

 Furukawa 

 KELine 

 Linxcom 

 METZ CONNECTR (BTR) 

 Nexans 

 QUBIX 

 R&M 

 SOLARIX 

 VOKA Cable 

 ISO/IEC 14763-3: 2014 を追加 

 TIA 1005 Cat 6A チャネルと TIA 1005 Cat 6A パーマネント・リンクのリミット値を追加 

 TIA シングルモード光ファイバー長のリミット値を 40,000 m に変更 

 Profinetの遅延時間差を 50 ns から 20 ns に変更 

 以下のケーブル･ライブラリーに対するアップデート： 

 ISO C6PCable 100m (LA) Insertion Loss curve 

 ISO C6A Cable Spool (LA) Return Loss curve 

 ISO C5ePCable 100m (LA) Insertion Loss curve 

 ISO C6A PCable 100m (LA) Insertion Loss curve 

 ISO C6A PCable 100m (LA) Return Loss curve 

 ISO C6A Cable 100m (LA) Return Loss curve 

 ISO C6A PCable Spool (LA) Return Loss curve 

 ISO C6 Cable 100m (LA) Insertion Loss curve 

 
2. バグ修正 

 

 同じテスターから既存の光ファイバー・テスト結果を上書きする時に異なるファイバー・モジュールを使

用した場合、シリアル番号、および校正日がアップデートされない – 修正済み 

 
 
 
 
DTX バージョン 2.74 変更点 (2013 年 3 月) 

 

1. ケーブル / 仕様データベースの変更 

 

 韓国の Pre-Deploy ツイスト・ペア・テスト・リミットを追加 

 LS ケーブル・システムと韓国リミットを追加 

 dB ルールのアップデート 

 以下のケーブル・ライブラリーに対するアップデート： 

 SCHNEIDER ELECTRIC 
   

DTX/OptiFiber Pro に新たに上記以外のベンダー仕様のケーブルを追加希望される場合は、 

ここをクリックして詳細 (英文) をご覧下さい。 

 

2. バグ修正 

 

 10GBASE-SRの損失リミットがOM1ファイバーで 2.5 dBと正しくなかったため、2.4 dBに訂正済み 

http://myaccount.flukenetworks.com/fnet/en-us/supportAndDownloads/KB/Copper-Testing/DTX+CableAnalyzer/Cable+library+-+how+do+I+get+my+cables+included.htm


 10GBASE-SR OM3 リミットが OM4 と同じものであったため、正しいロス・リミットと長さに修正済み 

 10GBASE-LX4 の長さが 5,000 m と正しくなかったため、10,000 m に修正済み 

 10GBASE-L の長さが 5,000 m と正しくなかったため 10,000 m に修正済み 

 
 
 

DTX バージョン 2.63 変更点 (2012 年 6 月) 

 

1. ケーブル / 仕様データベースの変更 

 

 IEEE 規格のアップデートに基づき、OM4ケーブルについて 400 m まで、10GBASE-SRにおいて、

2.9 dBの損失を許容 

 40GBASE-FR 、 40GBASE-LR4 、 40GBASE-SR4 、 100GBASE-ER4 、 100GBASE-LR4 、

100GBASE-SR10を追加 

 OTDR リミットを追加：General Fiber RL -55dBおよび ISO/IEC 11801-2010 no RL 

 Japan フォルダ名を JISに変更 

 Cat 6A パッチ・コード・テスト・リミットに、参考情報としてのみのパラメーターとして抵抗を追加 

 LRM600、TG-213、および RG-214の同軸ケーブル・タイプを追加 

 新しい韓国の光ファイバー規格を追加 

 以下のケーブル･ライブラリーに対するアップデート： 

 ACOME  

 AMP NETCONNECT  

 Brand-Rex  

 Coax  

 Corning  

 Draka  

 FibrainDATA  

 Infilink  

 Legrand  

 Panduit  

 Schrack Technik  

 Siemon  

 Superior Essex  

 TE Connectivity 
 

2. 新機能 

 

 アウトレットの構成に “CSU/DSU” を追加 (LinkWare 7.2が必要) 

 アウトレットの構成に “2 x Two-Pair Crossed” を追加 (LinkWare 7.2が必要)  

 

3. バグ修正 

 

 ドイツ語の “Battery Training” 文章を改訂 

 Televesモデルは特有のスプラッシュ画面を持たせた 

 Cat 5e パッチ・コード RL の 1 MHz でのスター・バンドの間違い – 修正済み。（注記：これまでの、

不具合指摘はなし。） 
 

4. 未解決問題 

 

 10GBASE-E ロスが 40,000 m のリミット長で 11 dB となるべきところ。 

 10GBASE-LX4が OS1および OS2ケーブルに対して 10,000 m となるべきところ。 

 
 
 



DTX バージョン 2.52 変更点 (2011 年 6 月) 

 

1. ケーブル / 仕様データベースの変更 

 

 台湾のケーブル規格を EL-3600-6 から EL-3600-8 に名称変更 (値の変更はなし) 

 韓国のフォルダに韓国の Cat 6 チャネル･テスト･リミットを追加 

 日本の光ファイバー規格 JIS X5150 を追加 

 Cat 6A パッチ･コード･フォルダの上部に ISO パッチ･コード Cat 6A 規格を配置 

 Cat 6A パッチ･コード･フォルダから全ての (LA) リミットを削除して、その他のフォルダに配置 

 ケーブル･ライブラリーの上部に OM1、OM2、OM3、OM4、OS1、および OS2 を配置 

 OM1：MBW が 200 MHz km の 62.5 µm 光ケーブル 

 OM2：MBW が 500 MHz km の 50 µm 光ケーブル 

 OM3：MBW が 2000 MHz km の 50 µm 光ケーブル 

 OM4：MBW が 4700 MHz km の 50 µm 光ケーブル 

 以下のケーブル･ライブラリーに対するアップデート： 

 Berk-Tek 

 Excel 

 Gigamedia 

 InfiLink 
 

2. 新機能 

 

 フォルダの数を 20 から 100 に増加 (注意：SD/MMC メモリー･カードおよび USB スティックのよ

うな同様のメモリー･デバイスの FAT ファイル･システムの特性により、20 フォルダ以上になるとカ

ードの読み取り時間が長くなります。使用する SD/MMC カードに依存して読み取り時間が長くなり

ます。定期的に結果をダウンロードされることと、使用しないフォルダはカードから削除しておくことを

お勧めします。) 

 

 新しい Cat 5e、6、および 6A パッチ･コード･アダプターをサポート 

 

3. バグ修正 

 

 AxTalk (エイリアン･クロストーク) アナライザーの使用者の中に、ユニットとの通信が時々途絶えると

の報告有り - 修正済み 

 
 
 

DTX バージョン 2.41 変更点 (2011 年 1 月) 

 

1. ケーブル / 仕様データベースの変更 

 
 10GBASE-S が 10GBASE-SR に名称変更 (名称の変更のみ) 

 Tier 2 テストが規格化されたことによる ANSI/TIA-568-C OTDR テスト･リミットの追加 

 OTDR テスト･リミット･オプションに General Fiber RL -35 dB および -40 dB を追加 

 ISO/IEC 14763-3 2-Conn OTDR リミットの追加 (この規格において、最初と最後の接続は、 

マルチモードで 0.3 dB、シングルモードで 0.5 dB よりも良くなければならない。) 

 ISO/IEC 14763-3 2-Pigtl OTDR リミットの追加 (このテスト･リミットは、融着スプライスと一体に 

なったピグテールを利用している場合に使用されます。最初と最後のイベント･ロス･リミットは、 

マルチモードで 0.6 dB、シングルモードで 0.8 dB) 

 DTX-CHA021 M12 モジュールを使用した M12 カテゴリー 5e パッチ･コード･テスト機能の追加 

 既存の OTDR General Fiber テスト･リミットから長さのリミットを削除 

 OS2 シングルモード･ケーブルの追加 

 LANMaster ケーブルの追加 



 Panduit ケーブルの更新 

 AMP NETCONNETCT ケーブルの更新 

 OTDR ポート接続品質から “普通” を削除  

 
 

2. 新機能 

 

 M12 パッチ･コード･テスト機能 

 
 
 

DTX バージョン 2.36 変更点 (2010 年 7 月) 

 

(ご注意) 必要に応じて、LinkWare 6.1 および AxTalk Analyzer 4.0 へのアップデートも忘れずに行って   

ください。DTX コンパクト OTDR をお持ちのお客様は、モジュールを装着した状態で、バージョン 2.36 に  

バージョンアップ してください。 

 

1. ケーブル / 仕様データベースの変更 

 

 名称変更 

 TIA568C Backbone MM が TIA-568-C Multimode に変更 (値の変更はなし) 

 TIA568C Backbone SM ISP が TIA-568-C Singlemode ISP に変更 (値の変更はなし) 

 TIA568C Backbone SM OSP が TIA-568-C Singlemode OSP に変更 (値の変更は なし) 

 

 ISO/IEC ツイスト･ペア･テスト･リミットからドラフト番号を削除。AMD2 (Amendment 2) は 2010 年 

4 月に発行済み (値の変更はなし) 

 混乱を避けるため、ISO/IEC 規格から "max" を削除 

 TIA 1005 インダストリアル･イーサネット･テスト･リミットの追加 - 2 ペア･カテゴリー 5e および   

6 のテストをサポート 

 ファイバーのテスト方法の名称が以下のように変更： 

 "方法 A" が "2 ジャンパー" に変更 

 "方法 B" が "1 ジャンパー" に変更 

 "方法 C" が "3 ジャンパー" に変更 

 

上記名称の変更は、国際規格との整合性を図り、ユーザーが正しいテスト方法を選択   できるよう

に実施された。 

 

 M12 の 2 ペアおよび M12 の 2 ペア･クロスの追加 - 新しい TIA 1005 テスト･リミットのサポート 

 ZugBus および MVB テスト･リミットのアップデート 

 OM3 ケーブルの 1300 nm のMBWを 2000から 500にアップデート。エラーのテスト結果への影響

はなし。 

 ラボ･アダプターを使用したスプール･テストに “info” テストとして、長さが追加 

 ロシアのメタルおよびファイバー規格が追加 

 10GBASE-LRM が追加 

 OM4 ファイバーの追加 - 10GBASE-S は 300 m 以上において不合格となるが、現在はOM4 ファイ

バーを使用する 10GBASE-S による距離サポートに対する IEEE の承認待ち。 

 以下のケーブル･ライブラリーに対するアップデート： 

 SYSTIMAX 

 CommScope 

 Panduit 

 Comtran 

 INFRAPLUS 

 Schrack 

 Remee 



 Kerpan/Leoni 

 AMP NETCONNECT 

 DIGILINK 
 

DTX/OptiFiber にベンダー要求のケーブルの追加を希望される場合は、ここをクリックして詳細をご

覧下さい。 

 

2. 新機能 

 

 AxTalk アナライザー･ソフトウェアのバージョン 4.0 を使用することによるエイリアン･クロストーク 

試験の高速化 

 

3. バグ修正 

 

 “Far-End Source” の日本語表記の改定 

 スマート･リモート･モードの DTX で、方法タイプを変更してファイバー･テスト結果を上書きしたにも

関わらず方法タイプが変更されないことが頻繁に起こる - 修正済み 

 遠端側が終端されていない 95 ～ 99 m のリンクのスプール･テストにおいて、異常な NEXT 結果

がレポートされる。検出しない原因は、スプール･テストは、305 m または 1,000 ft より長いケーブ

ル用に設計されていたため - 修正済み 

 ス ペ イ ン語の結果が  "PASS/FAIL" の場合  "PASA/FALLO" と 表示 され るべ きだが 

"PASA*/FALLO" と表示される - 修正済み 

 
 
 

DTX バージョン 2.24 変更点 (2009 年 11 月) 

 

本バージョン変更は、弊社の DTX 製造ラインにおいて新たなベンチ･テスト･ソフトウェアを利用するための 

変更です。従って、お客様がご使用になる機能等に関しては、このバージョンアップによる変更点はございませ

ん。 

 

すでに、バージョン 2.22 をご利用されている場合、特に DTX CableAnalyzer をバージョン 2.24 に更新  

する必要はありません。また、バージョン 2.22 をそのまま継続してお使いになられても DTX CableAnalyzer 

に不具合、または悪影響を及ぼすことはございません。 

なお、本バージョンのリリース以降、フルーク･ネットワークの工場から出荷済みの DTX CableAnalyzer に  

ついては、新しい バージョン 2.24 のコードが搭載されております。 

 
 
 

DTX バージョン 2.22 変更点(2009 年 4 月) 

 

1. ケーブル / 仕様データベースの変更 

 TIA568B Backbone MM が TIA568C Backbone MM に変更 

 TIA568B Backbone SM ISP が TIA568C Backbone SM ISP に変更 

 TIA568B Backbone SM OSP が TIA568C Backbone SM OSP に変更 

 TIA568B Horiz. を削除 (新しい ANSI/TIA-568-C.0 規格にはありません) 

 カテゴリー 6A AUTOTESTに、ACR-N と PS ACR-N を参考情報として追加  

 ISO/IEC 11801 Amendment 2 がドラフト 25N1599 へアップデート 

 ISO クラス Ea PL2 25N1599 

 ISO クラス Ea PL2 25N1599 Lo IL 

 ISO クラス Ea PL3 25N1599 

 ISO クラス Fa PL2 25N1599 

 ISO クラス Fa PL3 25N1599 

 

http://www.flukenetworks.com/fnet/en-us/supportAndDownloads/KB/Copper-Testing/DTX+CableAnalyzer/Cable+library+-+how+do+I+get+my+cables+included.htm


クラス EA パーマネント･リンクにおいて、2 つのコネクター (コンソリデーション･ポイントはなし) が

存在する場合、ISO クラス Ea PL2 25N1599 を選択することになります。クラス EA パーマネント･

リンクにおいて 3 つのコネクター (コンソリデーション･ポイントを含む) が存在する場合、ISO クラ

ス Ea PL3 25N1599 を選択することになります。 ISO クラス Ea PL2 25N1599 Lo IL は、

AUTOTEST で ISO クラス Ea PL2 25N1599 の結果が 不良となった場合のみに使用することに

なります。 

 

 ISO11801 CL Ea の検証を追加- 詳細 (英文) はこちらをクリックしてください。 

 パッチ･コード認証における確度幅の修正 (マージナル PASS* レポートがより減少) 

 EN50173 のアップデート 

 EN50173 PL2 クラス Ea  

 EN50173 PL3 クラス Ea 

 EN50173 PL2 クラス Fa 

 EN50173 PL2 クラス Fa 

 

クラス EA パーマネント･リンクにおいて、2 つのコネクター (コンソリデーション･ポイントはなし) が

存在する場合、EN50173 PL2 クラス Ea を選択することになります。クラス EA パーマネント･リン

クにおいて 3 つのコネクター (コンソリデーション･ポイントを含む) が 存在する場合、EN50173 

PL3 クラス Ea9 を選択することになります。クラス FA においても同じ原則が当てはまります。 

 

 ISO C7A SE パッチ･コードのリターンロス･リミットにおいて、最小フロアー･レベルが 10 dB となり 

ました。 

 TIA C6P ケーブル･スプール (LA) のリミットの確度曲線が正しくなかった– アップデートおよび修正

済み 

 ツイスト･ペア･クラス Ea リミットの Low IL をアップデート 

 INFRA + - MNCGM800 / 880 ケーブル･タイプの NVP をアップデート 

 Daetwyler ケーブルをケーブル･ライブラリーに追加 

 Draka ケーブル･ライブラリーをアップデート 

 Hitachi Manchester のケーブル･ライブラリーをアップデート 

 
 

2. 新機能 

 

 DTX-CLT (中国仕様) CableAnalyzer のサポート 

 新しい GG45 パーマネント･リンク･アダプター (2009 年の下半期に販売予定) のサポート 

 

3. バグ修正 

 

 NSM または AxTalk モジュールが装備されている状態で電源オンした場合に、同軸用  LIA が  

検出できない – 修正済み 

 非常にまれな事象ではあるが、351 – 400 MHz 間のスパイク･ノイズにより DTX がリセットされる  

– 修正済み 

 “MM ポートに SM ファイバーが接続されている” と間違った警告がされる – 修正済み 

 ローンチ補正を設定している時に、DTX が時々リセットされる – 修正済み 

 “プロット･データの格納” を選択していないのに、時折 DTX にプロット･データが保存される – 修正

済み 

 Gainer イベントが無いにも関わらず、常に状態が “警告” とマークされる – 修正済み 

 正しくない補正が原因で、同軸の HDTDR 測定において、リモート側で誤った HDTDR 不良が引き

起こされる – 修正済み 

 フランス語での “splices” の翻訳が間違っていた – 修正済み 

 スペイン語で “Scanning on / off” のテキストが途中で途切れていた – 修正済み 

 OTDR で 遠端が ghost としてレポートされた – 修正済み 

 カスタム･ロス･リミットの編集がクラッシュ (稀に) の原因となる – 修正済み 

http://www.flukenetworks.com/fnet/en-us/supportAndDownloads/KB/Datacom+Cabling/DTX+CableAnalyzer/ISO11801+Cl+Ea+Qualification+Test+Limit.htm


 同軸アダプターを装備している場合、FindFiber がロックされる – 修正済み 

 ファイバー･ロスを 3.25 dB/km に設定しても、3.3 dB/km の結果となる – 修正済み 

 “Current Series” の日本語の翻訳が間違っていた – 修正済み 

 自動 OTDR において、稀に大きすぎるパルス幅が選択された – 修正済み 

 APC エンドで OTDR がレンジ外のメッセージが表示された – 修正済み 

 方法 A において、本来は 2 本にも関わらず、パッチの長さの下に 3 本のパッチ･コードが表示  

された – 修正済み 

 

4. 未解決問題 

 

 なし - 問題を見つけた場合は、お知らせください。maito:support@flukenetworks.com 

 
 
 

DTX バージョン 2.12 変更点(2008 年 6 月) 

 

(ご注意) 必要に応じて LinkWare 4.0 および AxTalk Analyzer 3.0 へのアップデートも忘れずに行ってくださ

い。DTX コンパクト OTDR をお持ちのお客様は、モジュールを装着した状態で、バージョン 2.12 にバージョン

アップしてください。 

 

1. ケーブル / 仕様データベースの変更 

 

 カテゴリー 6A 規格が正式に承認された為、このテスト･リミットから全てのドラフト番号を削除 

 全世界のケーブリング規格に準拠 

 ELFEXT が ACR-F に名称変更 

 PSELFEXT が PS ACR-F に名称変更 

 ACR が ACR-N に名称変更 

 PSACR が PS ACR-N に名称変更 

 PSNEXT が PS NEXT に名称変更  

 ACR-F に対する 70 dB ルールが追加 (全規格) 

 PS ACR-F に対する 67 dB ルールが追加 (全規格) 

 Cat5e, Cat 6, Cat 6A, Cat 7 および Cat 7A パッチ･コード･テスト･リミットのフォルダを新規作成 

 CLC パッチ･コード規格が ISO/IEC 11801 テスト･リミットと同じになったため、この規格をテスト･ 

データベースから削除 

 7 種類の新しい仕様が追加： 

 ISO クラス Fa PL 25N1431 

 EN50173 PL クラス Fa 

 JIS X5150:2004 Cl. Fa PL 

 ISO クラス Fa Ch FDAM 

 EN 50173 チャネル･クラス Fa 

 JIS X5150:2004 Cl. Fa チャネル 

 ISO クラス Ea PL 25N1431 

 Cat 6A FTP ケーブルの追加 

 Cat 6A の HDTDR/HDTDX パラメーターで利用する  ADC、Draka および  SYSTIMAX 

GigaSPEED のケーブル･タイプのアップデート。  これらのケーブル･タイプは  Cat 6 

HDTDR/HDTDX パラメーターを使用しています。合/否結果には影響しません。 

 "Berk-Tek" から LANMark へ名称が変更 

 Kerpen, Panduit および Siemon ケーブル･タイプのアップデート 

 "ISO/IEC 14763" から "ISO/IEC 14763-3" へテスト･リミット名が変更 

 "GBxxxx" テスト･リミットが新しく China フォルダへ移動 

 Corning SMF28 を追加 

 OS2 ファイバーを追加 

 以下の製品ブランドの後方散乱係数値をアップデート：CommScope, Furukawa, HCS Fiber, Molex 



AF0xxxx, OFS GigaGuide と  LaserWave, TeraGain, Systimax LazrSPEED お よ び 

OptiSPEED 

 OFS LaserWave 150(50) の IR および後方散乱係数値をアップデート 

 Corning eSX+(50) および Corning SX+(50) の モード帯域幅 (modal bandwidth) 値をアップ  

デート 

 

2. 新機能 

 

 M12 の 2 ワイヤー･ペア･コネクターで構築された工業向け環境のテスト･リンクに使用する、新しい 

M12 チャネル･アダプターのサポートを追加。このアダプターは 10BASE-T, 100BASE-TX および 

Profinet テスト規格をサポート 

 アプリケーション･フォルダに "10G Equip. Channel" と呼ばれる新しいテスト規格を追加  

 この規格は、長さの合/否判定を除いて 10GBASE-T 規格または TIA TSB155 チャネル規格と  

同一です。この規格は、4 ワイヤー･ペアの平均値が 100 m (328 ft) を超えないことを要件とする。 

 テスト規格の選択画面において "Last Used" (最後に使ったテスト規格) の選択がある。この画面で

最後の入力項目として、"More Test Limits…" (その他のテスト規格．．．) が追加された。この選択

は、従来の F1 ソフト･キー (次の画面) を押して、"Last Used" リストの中に現れていないテスト  

規格の全フォルダを表示させるのと同じ方法です。 

 

3. バグ修正 

 

 インピーダンス測定を含む AUTOTEST を実行中に AUTOTEST をおよそ 300 回実施すると、

DTX CableAnalyzer の電源が ON/OFF を繰り返す。- 修正済み 

 1000BASE-T のワイヤーマップ画面で間違った表示がされる。ただし、測定は正しい。 - 修正済み 

 ISO11801 光ファイバー･リンクで OTDR リミットに atten. coeff. values が含まれていた。これらの

リミットにより、合格すべきリンクが不合格になることもあり得た。- これは、削除された。 

 

4. 未解決問題 

 

 なし - 問題を見つけた場合は、お知らせください。maito:support@flukenetworks.com 


